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子どもの健康を育む総合食育推進事業 
事業中間報告書 
 
１． 事業推進の体制 

大月東中学校の栄養教諭を中心として，中学校区３小学校の給食主任，大月市保健活動推進委員，保護者，市教育委
員会，栄養職員などが構成メンバーとなり，大月市食育推進委員会を組織した。さらに委員会内に調査研究部・活動研究
部・学習会企画部の３つの部署をもうけ事業の推進に取り組んだ。 

２． 具体的取組等について 

テーマ１ 年間指導計画に基づいた食育指導の実践 
                                                            
① １９年度作成した，「食に関する年間指導計画」をもとに食育授業を実践する。 

（保健体育・社会科・家庭科・道徳・学級活動・などの教科・領域で実践）        
     

 小学１年生学級活動       中学３年生保健体育        中学１年生社会科 
「好き嫌いしないで食べよう」        「食生活と健康」        「日本の食料自給率について考えよう」

   
 
 
 
 
 
 
② 教職員の理解・意識の向上を図るため，教職員にむけた食育の研修を実施。 
   （月別の指導資料および指導案を作成し，理解を図る） 
  年間指導計画に基づき，月目標と学級指導案（略案），指導資料を毎月の職員会議に提案し，食育への意識向上に努めた。

 
 
③ 先進校視察を行い，大月市における食育の推進に役立てる。             
   （長野県塩尻市立楢川小学校を視察見学。大月市食育推進委員１２名が参加）                            
  地域の特産物である漆器が学校給食の食器としてとりいれられており，児童は食べ終わると慣れた手つきで，トレーをぬれ

布巾で拭いた後，乾いた布巾で丁寧にふいていた。昔から地域に伝わる伝統工芸を大切にし，日常の学校生活のなかで
地域の文化が感じられる研修であった。 

                          
   
  

先進校の視察 地域の特産物 
  給食試食のようす                      である漆器にもりつ 
                                    けられた学校給食 
 
 

都道府県名 山梨県 

推進地域名 大月市 
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テーマ２ 家庭・地域と連携した食育活動の運用 
① 食生活に対する意識調査を行い，現状把握や改善にむけての効果的な働きかけ。 
② 家庭・地域への啓発活動の推進。 
  食育通信「いただきます」を定期的に発行し，学校給食への理解や地域の産物 
   などを紹介し，食育への啓発活動を行う。（ １１月下旬で７号発行済み） 
                                            
③ バランスのとれた手軽にできる朝食レシピ集の作成・配布。 
  （生徒・保護者から募集し，３０点を選ぶ。                          

約２５００世帯に配布，活用を促す。）         食育通信「いただきます」 
      

  
  募集したレシピを試食                        完成した     
  し，３０点にしぼった                         レシピ集 
     
 
 
 
 
④ 保護者・教職員を対象とした学習会・講演会の開催。 
  ・山梨学院大学教授  松本晴美先生 

演題    「アンケートの結果からみえてくるもの」 
  ８月２２日，大月東小学校教職員を対象に開催された。アンケートの集計分析を依頼した松本先生から，５・６年生のアンケー

ト結果をもとに，東小学校の食生活状況や問題点についてくわしい説明がされた。教職員からも日常の食生活や生活習慣
についての質問や意見がだされ，有意義な学習会となった。 

 
・埼玉大学准教授   野井真吾先生 

演題    「子どものからだと心の元気のために」 
 東中学校PTA活動の一環として教育講演会が１０月２４日に開催され
た。睡眠や運動・食事が子どもの生活リズムの習慣化に いかに大切
であるか，さまざまなデータをもとにした話だった。終了後の保護者
のアンケートでも「わかりやすい内容でとても勉強になった。」などの
意見が多数あるなか，「もう少し早く聞きたかった」という感想もよせら
れるなど，保護者の関心の高さが伺えた。 
 
・東海大学教授    小澤治夫先生   

演題    「学力・体力・気力の向上は食生活から」              
  第２回「大月市食育フォーラム」が１２月１３日に開催された。 

長年にわたり，子どもの生活習慣と学力・体力・気力との関係を研究・ 
実践されてきた小澤先生から，子どもたちを取り巻く環境の変化，とく 
に 不規則な睡眠時間や強い光（コンビニや夜間の照明など）をあび 
ることからおこる，ホルモン分泌の異常などについての話があった。 
食事は体温の上昇とともに集中力向上へも大きく関係している。「早寝・ 
早起き・朝ごはん」の習慣化は，気力，体力，学力の向上につながり， 
効果が大きいという内容で参加者からは「元気なこどもに育てるため， 
何から手をつけたらよいか大切な示唆をうけた。大変勉強になり，参加 
してよかった」という感想が多かった。       
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テーマ３ 家庭・地域との連携による体験活動 
地産地消への足がかり   
① 東中給食委員会による白味噌作り   

・食育推進委員（保健活動推進委員）２名を講師に招き，白味噌を作る。 
 前日に大豆を水に浸し，ゆでてさましておく。３０キロの大豆を使用し，約１２０キロのみそが出来た。             
  

東中手前味噌と名付けた 
講師の先生と麹と塩をまぜている 大豆をつぶしている 
   
 
   
  
 
  
 

                             
 
② 大豆の栽培  

・休耕地を借用し，地域ボランテイアとの連携により，大豆を栽培する。 
昔は様々な種類の米や小麦，野菜などが栽培され，家庭での食事に利用してきた。しかし現在の大月市では，東京近郊へ
通勤するサラリーマン家庭が多く，７５％もの農地が休耕地となっている。地域の食文化を継承し，地産地消を推進していく
意味からも大豆栽培を手始めに，休耕地を借り受け苗の植え付けをおこなった。  
   大豆の苗植え                ちょっと育った大豆の苗        収穫した大豆の選定     
 野菜が栽培・利用されていた。 
 
  
 
 
 
 
                                

テーマ１～３に共通する具体的計画 
① 月別指導案・指導資料の活用 

月目標をもとに指導案および指導資料を作成し，毎月の食に関する指導の実践を促した。指導案があることにより，学級で
の具体的な指導がより明確になり，継続した指導が実践されている。 

   
② 食生活に対する意識調査 

大月東中学校１・２年生および学区の３つの小学校５・６年生を対象に家庭での生活，食生活状況，食生活に対する意識食
品の栄養に関する知識，学校給食に対する意識等について調査を行い，大月市における現状把握に努めた。 

生活状況や食品摂取に対する配慮状況・食事態度などの項目については，昨年の調査とあまり数字の上で差はみられな
かった。しかし，小・中学生の意識として「朝食の重要性」，食べた方がからだのために良いと考える割合が高くなったことは数
字の上からも明確になった。（H19，85％，H20，91％）  また，全国・山梨県の平均と比較して，大月市では就寝時間が遅くな
っている傾向がみられた。生活   リズムを整えるためには，「早寝・早起き」を習慣にすることが望まれる。家庭へむけた啓発
活動，児童生徒への計画的な指導を，今後も行っていきたい。 
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数字で変化のあった事項について 
  
① 地場産物の納入種類    ６種類 → １０種類 （大根，人参，白菜，ウコン，じゃがいも，キウイフルーツ，ヤーコン，玉

葱，きゃべつ，レタス） 
 納入率  ６～８％ → １０％前後に増えている。 

② 米飯給食           ３．５回 → ３．８回 に増加し，米飯を中心とした学校給食の献立が増えている。 
③ 朝食の摂取状況       ８５％ → ９１％ 健康を考え，朝食を摂ろうとする意識が高まっている。 
④ 給食の残食率         平均８％前後 → ５％ に減少。 

給食センターの新設に伴い，給食費の増加，食器の改善，献立の工夫などにより昨年に比べ
て残食量が減少している。  

     
 

事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 
 
① 食育通信「いただきます」の発行  

・ 市内２５００世帯へ配布し，事業の推進状況・食情報などを掲載し，家庭・地域への啓発に努め，力を発揮した。 
② 朝食レシピ集の作成・発行  

・ 簡単にできるレシピを募集し，３０点を選びレシピ集を作成・配布し，朝食欠食の解消を図った。                  
③ 味噌作りと大豆栽培  

・ 休耕地を借り，給食委員会の活動として大豆栽培に着手し，地産地消への足がかりとした。また，保健活動推進委員を講
師に味噌作り体験をし，食への関心を高めた。  

④ 食育フォーラム・講演会の開催  
・ 「子どものからだと心」を中心とした講演会を開催し，家庭・地域の理解を深めた。 

⑤ 食育授業の実践  
・ 食に関する年間指導計画に基づき，食育授業を実施した。また，学区の小学校に出向き，家庭科や学級活動において，

発達段階に即した食育授業を行い，小・中学校における継続した指導の足がかりとしながら，授業内容の検証もしてき
た。 栄養教諭の授業への参画により，栄養への関心が深まり，自らの食生活改善への意欲を促すことが出来た。      

 
 
今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 

  
① 食育の実践を年間指導計画に基づき，系統的，継続的に行っていくことができるような教育課程の再検討。  
② 地域で収穫された野菜等が，安定して学校給食へ供給されるよう各方面へ働きかける。大規模給食センターでは使用する

量もかなり多くなり，野菜のいたみからくる損耗も多くなるなど課題が多い。安定した供給量の確保が課題。 
③ 子どもたちが学校や家庭で学んだことを，日常生活の中で，実践させ，習慣化させていくための道筋（方策）づくり。 
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重点目標 

重点目標 
１．「食」の大切さを理解し，朝ご飯をしっかり食べよう
２．栄養のバランスや安全性に配慮した食事をしよう
３．「食」に対するマナー，感謝する気持ちを身につけよう

学校教育目標 
�����������

食に関する指導全体計画 

めざす生徒の姿 
●理想をかかげる   ●命を大事にする
●誰とでも仲良くする ●さわやかな挨拶ができる
●汗する喜びを知る  ●他を思いやることができる

家庭・地域との連携 
○アンケート調査を行い，実態把握に努める
○給食試食会を通して，学校給食についての理解を図る
○「たより」等を通じて望ましい食生活へと改善していく意欲を啓発していく
○簡単につくることができる料理表を作成し，実践への意欲を促していく
○食育推進委員会と連携し，地域における食文化や伝統料理などの継承に努める

指導目標 
○食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する
○心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や

食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身
に付ける

○正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全
性等について自ら判断できる能力を身に付ける

○食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感
謝する心をもつ

○食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身
に付ける

○各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解
し、尊重する心をもつ

栄養教諭・学校栄養職員のかかわり 
○学校教育の中で,計画的･体系的に行う「食に関する指導」に積極的に参加していく
○資料や情報の提供を行い，「食に関する指導」への理解に努める
・献立表・食育だより・給食だより・地域の食文化・食事のマナー

生徒の実態 
○朝ごはんの欠食が、学年がすす

むにつれ微増している
○朝食をヨーグルトや携帯用のカ

ロリー補給食などの簡単な食事
ですませる傾向がみられる

○「魚」離れと，肉類のとりすぎ
が懸念される

○「食」に対する知識や感謝の念
が不足している

○給食の残が多い

社会的要請 
○朝食欠食など子どもたちの食生

活に乱れが見られる
○栄養バランスを欠いた食生活に

よる生活習慣病の若年化が懸念
されている

○食を通じた地域や文化の理解な
どが望まれている 

国「食育基本法」
「食育推進基本計画」
「改正学校給食法」

県「やまなし食育推進計画」

個別指導 
・栄養相談

特別活動 
○学級活動
・給食当番や給食の時間の活動
・食事に対するマナーや約束・楽しさ
・健康と食習慣（バランスのとれた食習慣）
・食品や食材に対する安全性
○生徒会活動
・給食委員会の活動（点検･呼びかけ･啓発）
・啓発活動（地産地消・働く人々の紹介など）
○学校行事
・健康診断
・給食集会
・地域･保護者などへの試食会

教科・「総合的な学習」の時間 
○食に関する知識を深め、よりよい食生活を

おくる基盤を育てる
社会
・地域や国の違いによる食料生産の特色など
・食生活の変化や外国との結びつきなど
理科
・植物の生活と種類・動物の生活と種類
技・家
・食生活を自分の手で，豊かに楽しく食べる
保体
・食生活と健康・生活習慣病と予防
○大月市，山梨県を題材とした課題解決学習
・地域の農業，地域の食品や郷土料理

３年 
食にかかわる地域，自然，健康に対する理解
を深め，実生活への還元を図る

２年 
体と栄養のバランスとの関係を理解し、健全
な食生活についての意識を高める

１年 
正しい食事のマナーを身につけるとともに，
食物に対する感謝の気持ちをもつ

給食の時間 
食事についての正しい理解と

望ましい生活習慣の形成
・食事にふさわしい環境作り
・安全面，衛生面の留意
・感謝の心，協力する心の育成

大月市立大月東中学校 平成２０年度 
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第１学年社会科学習指導案 

１ 題材名 「日本の食料自給率について考えよう ～食育の観点から～」

２ 題材について
・教材観

各産業の中で農業は国の重要な産業の１つであるが，高度経済成長や食生活の変化，貿易の自由化など社会の
急激な変化が農業に大きな変容をもたらしてきた。特に日本の食料自給率は，1960 年以降減少し続け，現在は
40％を下まわる厳しい現状となってきている。このような食料安全保障面での危機的状況を改善するために，「食
料自給率の向上」「食育の推進」が国策として展開され，本校も食育推進校としてその一端を担っている。「食料自
給率の低下」という問題を考察することによって，食についての関心を深め，わが国の食料事情に関心を持つとと
もに，多面的・多角的なものの見方や主体的な考え方を身につけさせたい。

・生徒観
明るく活発で社会に対する関心がある生徒が多いが，積極的に発言したり，自分の考えをまとめ発表すること

ができる生徒は限られている。また，社会科は事柄を覚えたり，年代を覚えたりするといった暗記学習ととらえ，
「なぜ」「どうして」といった問題解決に対して深く追求しない様子がうかがわれる。

・指導観
本時の学習においては，身近な食事から農産物の多くが外国に依存していることに気づき，日本の食料自給率

の特色や，低下している現状，農業が抱える諸問題を確認させ，食料自給率を回復させる手だてや，現状では自分
たちは何ができるかを考えさせたい。

かかわり合いとしてグループ活動を行い，他人の意見を聞き，自分の考えと比較する事によって，個人の考え
をまとめ発表させたい。

３ 本時の授業
(1) 日時 １０月２４日（金）
(2) 場所 大月東中学校 １年３組教室
(3) 題材 日本の食料自給率について考えよう
(4) 本時の目標

・普段食べている食品の材料の輸入先を調べる活動を通して，海外に依存する食料の多さとその依存度の大きさに
気づく

・食料自給率が低下した理由を食生活の変化，農業の変化との関連の中で考える
・食料自給率の回復の手だてについて，国，生産者，消費者の３者の立場で考える
・自分でできる食料自給率の回復の手だてとして，残食に注目させ，食材を大事にすることと結びつけて考えさせ

る。
(5) 本時の評価計画
観点 評価規準 十分満足できる（Ａ） 努力を要する（Ｃ）への手だて
ア．社会的な思

考・判断
食料自給率を回復する手だて
を，３つの観点から整理してま
とめることができる。

３者が協力し合うことによって
実現することを理解し，特に消
費者である自分が何ができるか
を真剣に考えることができる。

教師や友達の支援により，食料自給
率を回復する手だてが理解するこ
とができる。

イ．資料活用の
技能・表現

農産物価格の内外格差や，農産
物の生産割合の変化を読み取
り，自給率の減少と結びつけて
考えることができる。

農産物価格の内外格差と，生産
物の生産割合変化や農業従事者
の減少とを結びつけて考えるこ
とができる。

教師や友達の支援により，食料自給
率が低下した理由をまとめること
ができる。
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 (6) 学習指導上で工夫した点
学習内容への生徒の興味関心を高めるため，身近なハンバーガーセットの食材をどの程度，どの国に依存している

かを予想，確認する活動を導入にし，さらに洋食に限らず，海外に依存する食料の種類の多さとその依存度の大きさ
にも気づかせて，展開に入ることにした。
図版資料の読み取りから，食料自給率が低下した原因や，それに伴う様々な農業をとりまく問題に気づかせるとと

もに，食料自給率を向上させていく手だてを，国，生産者，消費者の３つの視点から小グループ内で話しあわせこと
によって，一つの事象を多面的・多角的に考察する力とともに，まとめる力や発表する力をつけたい。
また，残食の観点を与えることにより，食料自給率の回復への寄与とともに食物を大切にする態度を育てたい。

 (7) 展開
過程 学習内容 教師の支援 備考 
導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 

○ハンバーガーセットの材料を考える
活動を通して，多くの食料が海外から
輸入されている事に気づく 
◎予想する＜個人＞ 
◎調べる＜個人＞ 
◎発表する＜全体＞ 
・アメリカに多くを依存している 
・自給率は10%前後 
・牛肉の自給率が高い 

○他の農産物も調べる 
◎調べる＜個人＞ 
◎気づく＜個人＞ 

○ハンバーガーセットの材料をあげさ
せ，主な材料の自国で生産される割合
と，輸入先を予想させ，調べさせる。 

※予想させたあと，教科書p.198の図版
で調べさせる。 
＜全体－机間巡視＞ 

 
 
 

○醤油や納豆など和食に欠かせない大
豆などに着目させる 
 

○日本の食料自給率の特色や，自給率が
低下することによりおこる課題と，食
料自給率を回復させる手だてについ
て学習することを発表する。 

＃ハンバーガーセ
ット（実物 or 写
真） 

＃語句カード 
 
 
 
 
 

＃自給率一覧表 

展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○日本の食料自給率推移表を読みとる 
◎読みとる＜個人＞ 
◎発表する＜全体＞ 

・年々低下している 
・現在の食料自給率は40%しかない

○食料自給率の計算方法には３種類あ
ることを理解する 
◎教師の説明を聞く＜全体＞ 

 
 
 

○食料自給率の推移表から，右下がりの
傾向であることをつかませる 

※カロリーベースという言葉に注目さ
せる。 

 

○「重量ベース」「カロリーベース」「生
産額ベース」の３種類について説明す
る 

※重量ベースでは肉類の自給率が高く
表されるのに，カロリーベースでは低
くなることに注目させる。 

＃ＷＳ 
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23 

○食料自給率が低下した理由を考える。
◎資料を読み，考える＜個人＞ 
◎発表する＜グループ＞ 
◎整理する＜グループ＞ 
◎発表する＜全体＞ 
・外国の農産物の価格が安いから 
・食べているものが昔と変わったか

ら 
・日本では生産できないものがある

から 
・日本で作る量が減ったから 

◎教師の説明を聞く＜全体＞ 

○食料品の価格などいろいろな意見が
出るように資料を提示する。 

※様々な資料から，多面的に食料自。給
率が低い原因を考えさせる。 

 
 
 
 
 
 

評価規準イ 
(授業観察・ＷＳ) 
Ａ…農産物価格の内

外格差と，生産物
の生産割合変化
や農業従事者の
減少とを結びつ
けて考えること
ができる。 

Ｃ…教師や友達の支
援により，食料自
給率が低下した
理由をまとめる
ことができる。 

 
＃資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 

○食料自給率が低い状態が続くと私達
の生活にどんな影響がでるか考える。
◎考える＜個人＞ 
◎発表する＜全体＞ 
・外国からの輸入が止まったら困る 

○日本の食料自給率を回復させる手だ
てを考える 
◎考える＜個人＞ 
◎発表する＜グループ＞ 
◎整理する＜グループ＞ 
◎発表する＜全体＞ 
・国の立場 
・生産者の立場 
・消費者の立場 

○ハンバーガーセットの材料の輸入先
が複数国であることを指摘する 

※輸入が止まる原因についても問いか
ける 
・不作 
・戦争 
・経済封鎖 

○食料自給率の回復させる手だてにつ
いて３つの視点（立場）から考えさせ
る 

※どのような内容であっても受容的な
雰囲気を作り，自由に意見を出せるよ
うにする。

※残食の観点を与える 

評価規準ア 
(授業観察・ＷＳ) 
Ａ…３者が協力し合

うことによって
実現することを
理解し，特に消費
者である自分が
何ができるかを
真剣に考えるこ
とができる。

Ｃ…教師や友達の支
援により，食料自
給率を回復する
手だてが理解す
ることができる。

ま 
と 
め 
5 

○残食について考える 
 
 
 

○本時の学習内容をふりかえる 
◎ＷＳに記入する 

○残食の観点を与えることによって，食
糧自給率を回復する手だてが日常の
生活の中にあることを気づかせ，学習
内容の定着を図る。 

○本時の学習内容をまとめさせる。 
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総合食料自給率（カロリーベース）
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35 40 45 50 55 60 2 7 12 17 年度

％
Ｑ１．ハンバーガーの主な材料の日本で生産される割合と輸入先を調べよう（教科書ｐ．○○○）
① 予想を立て，調べよう

日本で生産される割合(％) 輸入先
予想 結果 予想 結果

小麦     

牛肉     

オレンジ     

ジャガイモ     

② その他の農産物の自給率も調べてみよう（地図帳ｐ．○○○）

  ※①と②を調べてわかったこと，気づいたことを
   ３つ書いてみよう

Ｑ２．食料自給率の変化を読み取ろう
① 左のグラフから分かることは何だ

ろう。

② 「カロリーベース」とはなんだろ
  う。先生の話を良く聞こう。

Ｑ３．食料自給率が変化した理由を考えよう（みんなと意見を交換しよう）

Ｑ４．食料自給率を回復する手だてを考えよう（みんなと意見を交換しよう）
① 国は何をどうしたらいいだろう

② 生産者（農家）は何をどうしたいいだろう

③ 消費者（私たち）は何をどうしたらいいだろう

昭和 平成    年 
品目 35 45 55 2 12 18

米 102 106 100 100 95 94

大豆 28 4 4 5 5 5

野菜 100 99 97 91 81 79

りんご 102 102 97 84 59 56

豚肉 96 98 87 74 57 52

鶏肉 100 98 94 82 64 69

鶏卵 101 97 98 98 95 95

乳製品 89 89 82 78 68 66

魚介類 108 102 97 79 53 52
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 事業報告 
 
各テーマにおいて、調査研究の具体的内容や研究結果 
１． 事業推進の体制 
 
 
 【連携】 
 
 
 

【協力】  
 
 
２． 推進地域（韮崎市）実践中心校（韮崎西中学校） 
テーマ１ 子どもの健康を保持増進させるための望ましい食習慣を形成するための方策 

・児童生徒の食に関する実態調査の実施（韮崎西中・北西小・甘利小）
 児童生徒及び保護者に対するアンケートを７月及び１月に実施した。集計及び考察を山梨学院短期大
学松本教授に依頼し食育指導の有り方について検証を行った。 

 又、アンケートより浮かび上がった課題や傾向を把握し食教育に生かすため，教職員を対象として
学習会を行った。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・韮崎西中学校における教科，領域において栄養教諭とのＴ・Ｔ授業の実施 
（６月家庭科・１０月道徳・１１月特別活動において研究授業と、検討会を実施した。）

 各教科・領域に食育という視点を取り入れ，韮崎西中学校の食育全体計画に基づいて栄養教諭との
Ｔ・Ｔ授業を行い，その成果を検証している。 
研究授業には県から担当教科の指導主事等を招聘し，指導をいただき，また，検証を基に学校の食
育全体計画及び食育年間指導計画の見直しを行う。 
・食の意識化を計る食育集会の実施

 年間を通した生徒の委員会活動の一環として，生徒たち自身で食について考える機会として実施す
る。食の大切さや食に対する感謝の気持ちを醸成する場とする。 
（１２月実施・テーマ「韮崎西中学生は食事をどのようにとらえているか。」 
各学級の食に関する課題を事前に学級毎討議し，集会でパネルディスカッション方式で討議を行っ
た。） 

検 討 委 員 会

実 践 中 心 校
市内小中学校

韮崎市教育委員会

児童・生徒及び地域住民

◎ 学習会にての講話概要（10月17日：韮崎西中学校会議室）
１．豆類を食べる子どもたちの割合が少ないが，豆類は長寿の要

因でもあり骨粗しょうしょうを予防する大変優れた食材で
ある。

２．乳製品・豆類を食べる子どもたちには便秘傾向が少ない。
３．栄養バランスを考えて食べているものは，食生活が正しく送

られている傾向が高く，他者への配慮も出来る関係が見られ
る。

◎ アンケート実施内容（目的：児童生徒の食に関する状況を明らかにするため）
・実施学校：北西小学校・甘利小学校（５・６年生）・韮崎西中学校（１・２年生）
・調査項目：家庭での食生活状況・学校給食に対する評価・摂取状況・食品の栄養知識等
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・食についての個別指導の実施
 韮崎西中学校では，生徒一人一人の健康実態状況を把握し，栄養教諭と養護教諭及び担任が連携し
て，生徒に対して個別指導を行い，食生活の改善を図っている。 

 この他，偏食の著しい生徒や，アレルギーなどを持つ生徒に対しても，栄養教諭が個別に指導を行
っている。又、家庭での食事や料理についての生徒からの相談も増えている。 

テーマ２ 家庭・地域への効果的な普及啓発を行うための方策 

・実態調査の結果を踏まえた広報資料の作成・配布
 韮崎西中生徒の食に関する実態を踏まえ，食育啓発資料（給食便り等）を作成して保護者及び地域
へ配布し，食育についての啓発を行っている。また，資料について保護者等からの意見をフィード
バックして，学校の食育指導の資料としている。
・保護者や地域住民を招いての給食試食会の実施

 韮崎西中学校では，各学年毎に日を設定し，学校給食の状況や意義について理解してもらうため，
給食の試食会を設定した。その際，試食の感想や食育指導についての意見を求める学習会を行った。

 
・地域住民を対象とした食育講演会の実施 

 児童・生徒のみの食育の啓発だけでなく，保護者や地域住民を巻き込んだ食育推進を目的に、講師
を招き食育に関する講演会を開き食に関する意識の向上を図るため、講師にトータルヘルスアドバ
イザーの阪口由美子氏を招き東京エレクトロン韮崎文化ホールにて食育講演会を行った。（11月 11
日実施：東京エレクトロン韮崎文化ホール） 

テーマ３ 体験活動を通じた地域の産物，食文化等の理解を促進するための方策 

・給食の食材を生産する農家での体験活動の実施（韮崎西中学校・韮崎小学校）
 韮崎西中学校では，昨年度・一昨年と継続して食材を提供する農家に講師を依頼し，特別活動の時
間にビデオによる集会を行った。これは，その後の夏休み中に行われる生徒の代表者による食農体験
に向けての学習のためで，無農薬の意味や地産地消について意識を高めるためである。食農体験は２
日に分けて６０名が参加し，人参畑の草取りと，鶏糞の肥料蒔き、きゅうりの収穫を行った。作業後
は収穫した野菜を使い，バーベキュウーを行い，新鮮な野菜を味わった。 
 この他韮崎小学校で同じく給食に食材を提供していていただいている農場へ伺い栽培の説明をして
いただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

韮崎小学校で
のさくらんぼ
狩体験

����������
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・韮崎西中学では，外部講師を招聘しての地域食の調理体験（2学年・5クラス：6/5･17･18）を行っ
た。

 家庭科の「地域の食文化を知ろう」の授業の中で，家庭科教諭と栄養教諭が事前に地域の食文化に
ついて授業を行い，実際に昔のおやつづくり（うす焼き）の調理実習に，韮崎市食生活改善推進員
を講師（３日に渡り延べ10名）として招き，試食を行った。講師は各班（5名程度）に一人付き，き
め細かい調理指導等を行いながら地域に伝わる食について，生徒たちへ伝えることにより地域食の
伝統や意義について触れることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・韮崎生活学校による食に関する紙芝居の児童への披露（韮崎小学校・1学年：10月29日） 

 韮崎小学校において，教科の時間に韮崎生活学校の4名の協力を得て食に関する紙芝居を行っていた
だいた。子供たちは、熱心に見聞きし，まだ食についての意識が未熟な段階においても楽しく学ぶ
ことが出来，有意義な催しであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・各学校における食育取組み内容を取り纏めた冊子作成

 食農体験及び教材を利用した食教育についての内容や成果を紹介・研究することにより食教育の幅
を広め，又，それらの取組み内容等を冊子等に纏めることにより学校での食育の取組み内容の発信
を行う。
・地域の食文化を生かした学校給食の献立づくり（韮崎西中学校）

 地域の食文化について保護者等に依頼して資料を集め，学校給食の献立に取入れたり、校内放送や掲示
物を活用して地域食について理解を深める取り組みを行っている。

テーマ１～３に共通する具体的計画 

・食育推進に関する先進校（福井県額賀市立松陵中学校）の視察（7月3日～4日）
視察校では、平成18年度から栄養教諭が配置され今年度は西中学校と同様の食育推進事業を行

っている。又，視察校は給食時間を人間の体内時計と合わせた12時にすることで，授業への集中
度を維持し，午前中の日課を少し遅くしたことで朝食欠食を無くし，朝食内容を充実させる結果を
出している。
今回の視察では，食に関する授業として中学1年生の，栄養教諭のTTによる指導を参観するこ

とが出来，「自分の食について考える」という授業内容と生徒が真剣な表情で授業を受けている様
子を見ることが出来た。
この他，指導計画の作成等に関わる先生方とも懇談を行い，韮崎西学校での指導計画等に参考に

なるものであった。
 

◎ 昔ながらのおやつ（桜海老入りうす焼き）レシピ集（4人
分）

材料①うす焼き《地粉９０ｇ＋水１２０g＋卵1個
三温糖おおさじ１＋桜えび４０g》

   【それぞれの材料をまぜる。】
   ②フライパンを温め，薄く油をひく。
   ③上記①の混ぜ合わせた材料をフライパンに入れ焼く。

途中裏返しにしながら中まで火が通るまで焼く。
   ④人数分に切り，盛りつける。

◎ 韮崎生活学校による紙芝居
・紙芝居：韮崎生活学校作成
・協力者（若尾鈴子・柿久保たけよ・小野田鶴子・矢崎永子）
・紙芝居演題「食べるって楽しいね」
・2校時～4校時（各クラスにて）
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・アンケート集計により，見えてきた地域の児童・生徒の傾向・内容など（韮崎西中・甘利小・北
西小） 

 ○朝食への配慮を高めることが、食事全体への意識を高めるために必要と考えられる。 
 ○学年の上昇につれて低下傾向にあるとされる食生活への意識が 6年生や中学で高く，教育効果と

して評価できる。 
 ○はしの持ち方について女子のほうが「正しいはしの持ち方で食べている」という項目について「ど

ちらかというとそう思わない」と回答した割合が高い傾向があり，女子で 2割～3割は，はしの
持ち方に問題があることが示された。 

 ○疲労の自覚状況においては，就寝時刻の遅いことが影響していると推察される。 
 
数字で変化のあった事項についてご記入ください。 
《平成１９年度アンケート結果と平成２０年に実施したアンケート結果からの対比》 
・食農体験等により農産物生産者の苦労や工夫に関心を持つ生徒（２年）が６５％から７５％に増
加した。 

・給食献立や便りを家で話題にする生徒（２年）が５１％から５６％に増加した。 
・豆・豆製品をほとんど食べないという生徒（２年）が１９．５％から１０％に減少した。 

 
調査研究全体を通じて、特に効果のあった方策等について 
・給食の食材を生産する農家での体験活動の実施（韮崎西中学校・韮崎小学校）
・韮崎西中学では，外部講師を招聘しての地域食の調理体験（2 学年・5 クラス：6/5･17･18）を行
った。

・中学校での給食献立カルタの作成（小学校で行うようなレベルのカルタであるが，再学習の意味
も有り，十分に効果があった。）

※家庭科等の教科を補うような形で，時には、体験学習や外部講師による説明等の機会を交えると
非常に真剣に子供たちは参加し効果があると思われる。

 
今後の課題（今回の調査研究により新たに見えた課題など） 
○学校、市保健課、福祉課との情報の共有化が脆弱であり各々で食育を啓発している状況であるの
で、さらなる連携を図る必要がある。 

○食育に関心がない人に対しても啓発が出来る手段の開発が必要である。 
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生徒の実態
・給食を楽しみにして
いる生徒が多い。

・野菜の煮物，和え物など和
食の残量が目立つ。

各
教
科

������ 
・よく学ぶ生徒・思いやりのある生徒 
・やり抜く生徒  ・健康な生徒

保護者の願い
・安全・安心に配慮した給
食

・食事のマナー
・心とからだの健康
・個別栄養への対応
（食物アレルギー他）

����������
・家庭や地域との連携を図り指導を実施する。
○ 健康と食生活の関係を理解し、望ましい食習慣の形成を目指す。 
○生徒の実態を把握し、学校給食の目標を達成するために、今年度の重点目標を生かした年間計

画の作成と献立作成を行い、給食を教材とした指導を実施する。 
 
 体の健康 心の育成 社会性の涵養 自己管理能力の育成

������
正しい食事のあり方や望ましい食習慣，好ましい人間関係の育成
食事にふさわしい環境づくり・安全・衛生への配慮
集団の中で奉仕の心，協力，社会性の育成
献立や調理材料に関する知識を深め栄養に対する正しい知識を図る
（バランスのよい一食の望ましい献立のモデルとして給食献立を理解する）

個
別
指
導

学
校
保
健
委
員
会

家
庭・地

域
社
会
と
の
連

携特
別
活
動

総
合
的
な

学
習
の
時
間

給
食
時
間
に
お
け
る
指

導道
 
徳

給食献立との関連 給食管理
衛生管理
栄養管理

地
産
地
消

各教科・総合的な学習の時間との関連

������������
 生涯を通した健康づくりの基盤・基本を育み，心身の健康について進んで考え，自己管理
のできる生徒を育てる。

からだを知る  こころを見つめ  心身の調和と自立

�������
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  ４月 ５月 ６月 ７月 ８・９月 

月別指導目標 
給食活動の組
織づくりをし
よう 

食事の大切さ
を理解し、楽
しい食事をし
よう 

清潔な食事を
しよう 

食生活の見直
しをしよう 

規則正しい食事
をしよう 

給食の時
間 

・安全で衛生
的な給食活
動 

・食事環境の
工夫    

・好ましい人
間関係 

・衛生的な食
事 

・咀嚼 

・食生活の見
直し 

・朝食の大切 
さ 

・一日三食の重
要性 

・偏食について

1 年 
・給食活動への自主的活動と組織づくり
・食事のマナー・清潔な食事・食事の大

切さ 

・成長期の栄養・朝食の大切さ 
・夏の食生活 

２年 
・給食活動への自主的活動と組織づくり
・食事のマナー・清潔な食事 
・バランスのとれた食事を考えよう 

・スポーツと栄養 
・朝食の大切さ・コンビニの利用につい

て 

学
級

活
動

 

３年 
・給食活動への自主的活動と組織づくり
・食事のマナー・清潔な食事 
・������� 

・生活リズムと食生活 
・一日の食事を見直そう 

生徒会活
動 

委員会活動（点検活動・アンケート調査） 委員会活動・西鐘祭取組 

特
 

別
 

活
 

動
 

学校行事 定期健康診断・校外学習・修学旅行 陸技会  西鐘祭 
1 年     
２年     

社
 

会

３年 私たちのくらしと現代社会   
1 年 葉のつくりとはたらき   
２年     

理
 

科
 ３年   エネルギー 

1 年 わたしたちの食生活   
２年 幼児のおやつ   

技
・

家

３年     
1 年 自分の体力、体の発育・発達   
２年 自分の体力   

教
 

 
科

 

保
・

体

３年 自分の体力   
道  徳 望ましい食習慣１－①  

・自己を見つめ責任ある行動の確率に関すること 
総合的な 

学習の時間 
・職業に就いて知ろう ・地域を知ろう   ・職業を体験しよう ・ 

個別指導 アレルギー相談 偏食 

家庭・地域 
との連携 

・ 学校だより・給食だより・献立
表・地産地消・食育月間（６月）・
食育の日（１９日）・食生活実態
調査 ・試食会 

 
 
 

・学校だより・給食だより・献立表 
・地産地消・食育の日（19 日）・西鐘
 祭 
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  １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

月別指導目標 
運動と食事
について理
解しよう 

日本型食生
活を見直そ
う 

冬の健康と
食事につい
て考えよう

食べ物を大
切にしよう

望ましい食
事のとり方
について考
えよう 

給食活動の
反省をしよ
う 

給食の時
間 

・スポーツと 
栄養 

・目の健康と 
食事 

・日本型食生
活  

・食文化と伝
承 

・食の安全 

・冬の健康と
食生活 

・かぜの予防
と食事 

・食事と健康
・郷土食と地

域の食材 

・食事の量 
・組み合わせ 
・食事のマナ 

ー 

・食生活の反
省と実践に
向けて 

1 年 
・日本食を見直し、その良さを知ろう① ・食の大切さ ・楽しい食事時間の過ご

し方を考えよう（感謝）  
・１年間の健康生活の反省 

２年 
・郷土の食材を使った料理を考えよう ・食の大切さ ・楽しい食事時間の過ご

し方を考えよう 
・１年間の健康生活の反省 

学
級

活
動

 

３年 
・日本食を見直し、その良さを知ろう②
・生活習慣病の予防 

・望ましい食生活の実践 ・生涯の健康
について考えよう 

・１年間の健康生活の反省 
生徒会活

動 
委員会活動  生徒会役員選挙 委員会活動・給食週間取組 

特
 

別
 

活
 

動
 

学校行事 強歩大会  学校保健委員会 給食週間 
1 年 身近な地域の調査 今につながる生活・文化 
２年 二度の世界大戦と日本 生活・文化の特色・資源や産業の特色・

食糧自給率・日本の農業 

社
 

会
 

３年 私たちのくらしと経済   
1 年     
２年 動物の体のはたらき 生物のつながり・地球と人間 

理
 

科

３年   生物の生活とつながり 
1 年   
２年 食品の選択・健康と食生活・簡単な日常

食の調理 
  

技
・

家
 

３年 より良い食生活 会食を楽しもう・現代の食生活の課題  
1 年     
２年    

教
 

 
科

 

保
・

体
 ３年 

健康の成り立ち・運動と健康・食生活と
健康・休養と健康・生活習慣病とその予
防 

  

道  徳 ・奉仕と思いやりの心を持って行動することに関すること 
総合的な 

学習の時間 
・福祉について学ぼう  ・日本の歴史・自分史を知ろう 

個別指導 ダイエット かぜの予防 
家庭・地域 
との連携 

・学校だより・給食だより・献立表 
地産地消費・食育の日（１９日）・学校
保健委員会 ・試食会 

・学校だより・給食だより・献立表・地
産地消・食育の日（１９日） ・給食週
間（１月）・試食会 
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授業者  進藤 詞子 

  秋山 知子（TT） 
１，題材名  「地域の食文化を知ろう」   A（５） 
２，題材のねらい 
 近年、わたしたちの「食」をとりまく状況が変化し、その影響が子供達にも現れてきている。また、日々忙しい生活を送る中で、毎日
の「食」の大切さに対応する意識が希薄になってきた。生活リズムとしての規則正しい食事、栄養面でのバランスのとれた食事、安
全面へ配慮した食事、食べ残しや食品の廃棄という状況を改善する食事、また家族が食卓を囲んだ食事、等の「健全な食生活」を
もう一度考えて見直していくことが大切であると考えている。 
  また、地域の食文化を知ることで、人との関わりの大切さや、地域の歴史や、それにまつわる様々なことを知る機会にしたい。 
  本時では、食生活の基本を考える意味で地域の人に地域に昔から伝わる食事について話を聞き、その調理方法を指導していた
だき、自分で実践していく力をつけていきたいと考えている。 
３，学習項目及び題材の目標 
 (1)学習項目  ４ 楽しく豊かに食べる 

１）日常食をよりよくしよう ２）会食を楽しもう  
    ①わたしたちの食生活の課題 
    ②地域の食材を使った料理 

    ①会食を計画しよう 
    ②会食のための献立を考えよう 
    ③行事の食事を知ろう 

 (2)題材の目標 
   ・自分の食生活に関心をもち，日常食や地域の食材を生かした調理の工夫ができ、会食について課題をもち、計画を立てて実
践できる。 
４，題材の評価規準及び学習活動における具体の評価規準 
 ア生活や技術への 

 関心・意欲・態度 
イ生活を工夫し 
 創造する能力 

ウ生活の技能 エ生活や技術につい 
て の知識・理解 

題材 
の評 
価規 
準 

○自分の食生活について
関心をもち，主体的に調理
と会食に取り組み，よりよい 
食生活を実践しようとして
いる。 

○食生活や会食について課
題を見付け，その解決を目指
して自分なりに考えている。

○食品についての実験をし
たり，日常食や地域の食材を
生かした調理と会食について
計画を立てて実践したりでき
る。 

○日常食や地域の食材を生
かした調理と会食に関する基
礎的な知識を身に付けてい
る。 

 

 

学習 
活動 
にお 
ける 
具体 
の評 
価規 
準 

①自分や家族の食生活を
振り返り，課題を見付けよう
としている。 

①食習慣と生活習慣病との関
係を調べ，「食と健康」につい
て自分のこととして考えてい
る。 
②行事食の意義を考えてい
る。 

①食事と生活習慣病の関係
について調べることができ
る。 
②食品に注目し，改善しようと
する場面と食品実験ができ
る。 
③会食の目的に応じて計画
を立て，実践することができ
る。 
④地域の食材を生かした調
理や郷土料理を実践すること
ができる。 

①地域の食材を生かし，調理
に必要な基礎的な知識を身
に付けている。 
②自己の食生活を見直し，毎
日の食事に生かすことの必要
性を理解している。 

 
関 
心 
意 
欲 

創 
意 
工 
夫 

技 
能 

知 
識 
理 
解 

十分満足できると判断される状
況 

おおむね満足できると判断され
る状況 

努力を要する状況にある生徒へ
の支援 

○  ○  日常食や地域の食材を生かした
調理の計画や実習に意欲的に
取り組み、学んだ知識と技能を
様々な場面で活用しようとしてい
る。 

日常食や地域の食材を生かした
調理の計画や実習に取り組み、
学んだ知識と技能を活用しようと
している。 

日常食や地域の食材を生かした
調理の計画や実習におおむね
取り組み、学んだ知識と技能を
活用しようと努力している。 
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生徒の実態 
  生徒は普段、スナック菓子やパンをおやつにすることが多い。今回扱う「薄焼き」は、手軽に中学生でも作れるおやつである。ま
た、工夫次第で様々なアレンジができる料理である。地域の食材を使い、昔から伝わるおやつを知り、普段の生活に取り入れて欲
しいと感じ取り上げてみた。       
次 時 学習のねらい  学習活動 評価規準及び評価方法 
 

１ 

自分の食生活を振り返り課
題を見つける。 

食生活の課題 
食事の大切さを見直そう 

自分の食生活について話し合い課題を見
つけ、設定場面（発言・ワークシート） 

 
２ 

朝食の大切さを知る。 朝食の意義とその働きを知る。 
（T・T） 

自分の朝食について振り返る場面（ワーク
シート） 

 

３ 

食習慣と生活習慣病につい
て調べ関連を知ることがで
きる。 

食習慣について考えよう 
（食事と生活習慣病） 
 （T・T） 

食事と生活習慣病の関係について調べる
場面 
（ワークシート） 

 ４ 
 
５ 

食品の糖度・塩分・脂質に
ついて知り、食生活を改善
しようとする。 

食習慣について考えよう 
（食品に含まれる糖分・塩分・脂質についての実
験） 

食品に注目し改善しようとする場面と器具
を使った食品実験の場面（ワークシート）

 

６ 

年中行事と行事食を関連付
け地域性について知る。 

地域の食文化を知ろう 
自分たちでつくることの大切さを知 
る。（年中行事と行事食） 

行事食の意義を考える場面・自分の手で
つくることの大切さ（発言・ワークシート） 

 
７ 
８ 
⑨ 
本 
時 

地域の特性を生かした郷土
料理について知り、具体的
に計画を立て、安全な手順
で調理ができる。 

自分の家の人が昔食べていたおやつについて
調べてみる。地域に昔からある郷土料理につい
て聞く。 
郷土料理を作ってみよう（薄焼きづくり）反省と実
践計画（夏休み） 

計画を立て・調理実習する場面（行動観
察・ワークシート） 
夏休みの宿題としての実践計画書 

 
10 

自己の食生活を見直し、毎
日の食事に生かすことがで
きる。 

食生活のまとめ 「食」の学習を振り返る場面（ワークシート）

５，栄養教諭・地域の方々とのTTについて 
 地域の食事について関心をもち、地域の歴史や食事のあり方を知る機会にする。また、地域の方（食育改善推進委員）から
も話を聞きながら、作り方やそれにまつわる様々なことについて話を聞く、機会にしたい。 
  今回地域の方と栄養教諭とのTTで小集団での関わりをもつことができる。また、調理についても、今回の献立は自分自身
で工夫したり、発展することができるものである。 

６，本時の授業 
  日時  平成２０年６月１８日（水）   ５校時 
  場所  調理室 
  学級  ２年５組 
７，本時のねらい 
・地域の昔のおやつを知り、地域の食材を利用し、調理することができる。 
８，展開 
  学習の流れ 生徒の活動 教師の指導・援助 備考 

課 
題 
を 
つ 
か 
む 
５ 
分 

 はじめの会 
 
 
 
 地域の人を招い 
 て、郷土料理を 
 学ぶ 

            司会（   ） 
はじめの言葉  （    ） 
地域の人の紹介   秋山T 
調理の流れ    （    ） 
先生の話 
 
地域の昔のおやつについての作り方
を知りそれにまつわる話を聞く。（簡単
に） 

（教師）本時の目標を連絡する。 
（秋山T）食育改善推進委員さんについ
て紹介する。 
（食改推）小さい頃のおやつが薄焼きだ
ったことについて話す。 
 
（教師）説明がうまく進むように援助する。 
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追 
究 
す 
る 
20 
分 
深 
め 
る 
20 
分 

  地域の人の説明を聞き、教わりながら
地域の料理をつくる。 
 
  会食をしながら、つくったものを食べ
る。 
  会食をしながら感想を発表する。 

（食改推・秋山T・教師） 
手際よく作れるよう援助する。 
実習に全委員が参加できるよう指導す
る。 
 
（食改推）会食をしながら昔話をする。 
 （秋山T・教師）地域の方に会食をしな
がらワンポイントアドバイスをいただく。 

 
 
 
 
 
 
 

 評価 

ま 
と 
め 
る 
５ 
分 

 本時のまとめ 
          司会（    ） 
終わりの会 
班からの感想  （    ） 
地域の方より一言  （講評） 
お礼の言葉 
本時の授業内容を自己評価 
する。 

（教師）感謝の気持ちを伝 
えられるよう配慮する。 
 
（教師）本時の授業内容を 
自己評価させる。 

 
 

自己評 
価表 

地域の方と薄焼きをつくろう
 薄焼きの作り方
                              ２年  組  番 氏名 目標（                         ）���������   ��

 地粉・・・・・１２０グラム 
 水  ・・・・・９０グラム 
 卵 ・・・・・１個 
 三温糖・・・・大さじ１ 
 地粉・・・・・１２０グラム 
 （    ）・・・・（     ）グラム 
 （    ）・・・・（     ）グラム 
 （    ）・・・・（     ）グラム 
���
①それぞれの材料を混ぜる。
②フライパンを温め、薄く油をひく。
③の材料をフライパンに入れ、焼く。途中で裏返しにしながら中まで火がとおるまで焼く。
④人数分に切り盛りつける。�����

◎普段食べているおやつと比べてみてどうですか。

◎どんなアレンジ（応用）をしてみたいですか。

��
	�
①計画と準備はきちんとやれたか。

                      しっかりできた できた   もう少し
②安全や衛生に注意し、協力して能率良く作業ができたか。

                      しっかりできた できた   もう少し
③材料・用具の準備・使い方・片づけ方はよかったか。

                      しっかりできた できた   もう少し
④時間内にかたづけができたか。

                      しっかりできた できた   もう少し
⑤実習した内容を今後の日常生活に活用していけるか。

                      しっかりできた できた   もう少し
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交通手段別による☆の数
近くのお店・
スーパー

郊外のショッピ
ングセンター

徒歩・
自転車 0 0
バス 4 30
自動車 15 105

��������������� � ���
��
	�
�����������������������������
���
	�
◆授業クラス：2 年5組 地理的分野（2 時間計画） 
◆日時：1 時間目 1月21 日（木）4 校時 5校時  場所：2 年3組教室 
◆単元名：資源や産業の特色をとらえよう  題材：世界の中の日本の農業 
◆ねらい 

◇フードマイレージから日本は食料の多くを外国に依存し，それが環境にも負荷をかけていることに気付く（知識・理解） 
◇日本の食料自給率が低い理由を，日本の農業の課題とかかわらせて考察する。（思考・判断） 
◇環境や農業という視点からフードマイレージを減らすための政策について考える。(思考･判断） 

◆授業の流れ （１時間目） 
(1) フードマイレージゲームをやってみよう 

①今夜の夕食のメニューを考えよう。 
条件： 大阪に住む 4人家族 予算2004年 
（現代）1400円 1970年（昔）550円 →班で考える。 

②いくつかの班が発表する。 
献立作成中は栄養教諭に班を回ってもらいアドバイスをもらいながら行う。→栄
養のバランス，量などの視点で 

③☆は何でしょう？数えてみよう？ 
・食材カードについている星が何を表すのか，予想してみる。 
◇引き出したい予想 

 ・外国と国内では星の数が違うぞ  ・距離の違いと関係ありそうだ。（輸送距離
があるほど多い）与えるヒント：①場所に注目 ②どこから来た？ 

④答えを発表 距離以外にも交通手段が大きく影響することに気付かせる 
フードマイレージの数である。フードマイレージとは，―――――――→ 
運ばれた距離×重さ×交通手段CO2係数＝CO2の量 →地球温暖化に影響 
☆ひとつはCO220g・交通手段によって☆を加える。 
フードマイレージが一番少ない班のメニューはどれだ？→評価する 

 （2）世界の国と比較しながら考えよう。 
①フードマイレージの量を世界の国と比較すると→「地理資料集前期・後期     

2007新学社等」より読みとらせる 
     日本は世界第（1）位・・・韓国，アメリカの約（3）倍 
2 時間目 

②なぜ日本はこんなにフードマイレージが高いのか（理由の考察）フードマイレージが高くなるのはどんな時？   
 《・輸送距離が長い ・交通手段が飛行機？車？》 
◇引き出したい考え  ・外国からの輸入が多いから→日本の食料自給率を資料集等で調べ 

確かめる。日本が農産物をどこから多く輸入しているのか確認する。 
③なぜ外国からの輸入が多いのか（食料自給率が低いのはなぜか） 

   ◇引きだしたい答え ■外国産の農産物の方が，値段が安いから。それはなぜか？ 
※アメリカの調べ学習を思い出させる。→日本の農業と比較することで日本の農業の問題をつかむ 
・生産性は高いが小規模経営でコストが掛かる。国際競争力が弱い・儲からないため後継者が育たない。 
■交通手段が発達したため，遠くのものでもすぐに手に入る 
※日本の高速道路網地図(ゲームに付属)や世界とつながる日本航空路(教科書の地図)などをつかう 
 （3）まとめ 

①どうしたらよいのだろうか考える。ワークシートのダイヤモンドランキングに書かせる多くの生徒に発表させる。時間
があれば，班で合意を図り，結論を出す。 

②一つの解決策として給食の「地産地消」について栄養教諭の話を聞く 
・地産地消によりフードマイレージが減らせる。環境への負荷が減る・地元の農産物を買うことで，日本の農業を支
えることができる。（自給率の減少を抑える）・安全で安心なものを食べるために 
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： ：
栄

養
教

諭
配

置
校

　　
５校

に
勤

務
す
る教

職
員

： ：
小
学
校

５８
人

中
学
校

５７
人

合
計

１１
５人

①
　食

の
教

育
指

導
が

必
要

と思
わ

れ
るも

の
に
つ
い
て
は

、「
学

校
に
お
け
る食

育
推

進
の

た
め
の

指
導

手
引

き」
の

食
育

の
目

標
で
もあ

る「
偏

食
」、

「感
謝

・思
い
や

り」
、「

食
事

の
マ
ナ
ー
」で

約
４割

を占
め
て
い
る。

また
、推

進
す
るた

め
に
重

要
と思

わ
れ

るも
の

に
つ
い
て
は

、「
保

護
者

の
理

解
・協

力
」、

「教
職

員
の

理
解

・連
携

」で
約

５割
を占

め
て
お
り、

保
護

者
や

教
職

員
の

理
解

・協
力

等
な
くて

は
で
きな

い
との

認
識

で
あ
る。

【設
問

１・
２】

④
　栄

養
教

諭
の

配
置

前
後

で
家

庭
・地

域
の

食
に
関

す
る関

心
度

に
つ
い
て
は

、「
変

わ
った

」、
「少

し変
わ

った
」で

約
９割

を占
め
て
お
り、

何
に
つ
い
て
の

関
心

が
変

わ
った

か
に
つ
い
て
は

、「
食

生
活

へ
の

興
味

関
心

」、
「早

寝
・早

起
き・

朝
ごは

ん
を心

が
け
る家

庭
が

増
え
た
」、

「バ
ラン

ス
の

良
い
食

事
へ

の
改

善
」で

約
４割

を占
め
、食

生
活

の
改

善
が

み
られ

るよ
うに

な
り、

「地
場

産
物

や
食

品
の

流
通

へ
の

興
味

」、
「学

校
給

食
の

献
立

や
給

食
便

りを
見

るよ
うに

な
った

」で
約

２割
を占

め
、給

食
が

「生
きた

教
材

」と
して

活
か

され
て
い
る。

【設
問

９・
１０

】

⑤
　栄

養
教

諭
の

配
置

前
後

に
お
け
る児

童
生

徒
の

食
生

活
に
つ
い
て
は

、「
変

わ
った

」、
「少

し変
わ

った
」で

約
９割

を占
め
て
お
り、

何
が

変
わ

った
か

に
つ
い
て
は

、「
学

校
給

食
を残

さな
い
よう

に
な
った

」、
「地

産
地

消
な
ど食

品
に
興

味
を示

す
よう

に
な
った

」、
「早

寝
・早

起
き・

朝
ごは

ん
を心

が
け
る子

ども
が

増
え
た
」、

「感
謝

や
思

い
や

りの
心

を表
す
子

ども
が

増
え
た
」、

「食
の

安
全

へ
の

興
味

を示
す
子

ども
が

増
え
た
」、

「好
き嫌

い
の

減
」で

約
７割

を超
え
、食

に
関

す
る知

識
と食

を選
択

す
る力

を取
得

し、
健

全
な
食

生
活

を実
践

で
きる

児
童

生
徒

が
育

って
きて

い
る。

【設
問
１１

・１
２】

⑥
　栄

養
教

諭
の

配
置

に
より

教
職

員
自

身
の

変
化

に
つ
い
て
は

、「
専

門
的

な
知

識
・資

料
を得

るこ
とが

で
きる

」、
「食

に
関

す
る指

導
等

で
相

談
しや

す
くな

った
」で

約
３割

とな
り、

食
育

に
関

す
る専

門
的

知
識

を有
す
る栄

養
教

諭
へ

の
信

頼
関

係
、連

携
が

図
れ

るよ
うに

な
った

。ま
た
、「

学
校

給
食

献
立

へ
の

興
味

」、
「学

校
給

食
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

指
導

」、
「自

分
自

身
へ

の
食

生
活

へ
の

意
識

」で
約

３割
を超

え
、栄

養
教

諭
と関

わ
るよ

うに
な
り、

食
や

学
校

給
食

へ
の

意
識

の
向

上
が

図
れ

るよ
うに

な
った

。【
設

問
１３

】

②
　食

に
関

す
る全

体
計

画
へ

の
参

画
に
つ
い
て
は

、約
７割

が
「参

画
して

い
る」

とし
て
お
り、

栄
養

教
諭

か
らの

食
育

に
係

る提
案

を日
常

の
指

導
に
つ
い
て
は

、約
９割

近
く活

か
して

い
る。

ま
た
、栄

養
教

諭
の

資
料

提
供

に
つ
い
て
は

、約
９割

を超
え
、栄

養
教

諭
の

各
教

科
の

い
ね

らい
を踏

まえ
た
授

業
参

画
に
つ
い
て
も、

約
７割

が
参

画
して

い
ると

して
お
り、

児
童

生
徒

へ
の

食
の

指
導

に
お
け
る教

職
員

の
参

画
や

栄
養

教
諭

との
連

携
が

行
わ

れ
て
い
る。

【設
問

３・
４・

５・
６】

③
　栄

養
教

諭
の

食
に
関

す
る指

導
に
つ
い
て
は

、「
効

果
的

に
行

って
い
る」

、「
行

って
い
る」

で
約

９割
を超

え
て
行

わ
れ

て
お
り、

地
元

の
食

材
の

活
用

に
つ
い
て
も、

「効
果

的
に
活

用
され

て
い

る」
、「

活
用

され
て
い
る」

で
約

９割
を占

め
て
お
り、

栄
養

教
諭

が
児

童
生

徒
へ

の
食

に
関

す
る指

導
をに

積
極

的
に
行

って
い
ると

評
価

して
い
る。

【設
問

７・
８】

平
成

１９
年

度
か

ら配
置

され
た
栄

養
教

諭
に
よる

食
に
関

す
る指

導
に
つ
い
て
の

効
果

と今
後

の
課

題
を把

握
し、

食
教

育
の

推
進

を図
るこ

とを
目

的
とす

る

調
査

対
象

目
的

調
査

回
答

数
調

査
時

期
平
成
２０

年
１１

月
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��
�

�
�

�
�

(単
位

：人
)

��
�

��
１ 偏 食

２ 食 べ 残 し

３ 欠 食
４ 少 食 （ 痩 せ ） 食 べ 過

ぎ （ 肥 満 ）

５ 栄 養 バ ラ ン ス

６ 感 謝 ・ 思 い や り

７ 孤 食
８ 郷 土 食

9 清 涼 飲 料 水 の 過 剰 摂

取
1 0 外 食 ・ フ ァー ス ト

フー ド の 食 べ 過 ぎ

１ １ 食 事 の マ ナー

1 2 食 物 ア レ ル ギー
1 3 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝

ご は ん
1 4 そ の 他

合
計
（人

）
85

52
48

24
58

85
45

34
23

36
69

11
54

2
割
合

13
.6%

8.3
%

7.7
%

3.8
%

9.3
%

13
.6%

7.2
%

5.4
%

3.7
%

5.8
%

10
.9%

1.8
%

8.6
%

0.3
%

区
分

合
計

11
5

57
小
学

校
中

学
校

58

�
�

�
��

�
�

�



��



	
��

�
��

�
�

�
�

0%2%4%6%8%10
%

12
%

14
%

16
%

１偏
食

２食
べ残

し
３欠

食

４少
食（

痩せ
）食

べ過
ぎ（

肥満
） ５栄

養バ
ラン

ス ６感
謝・

思い
やり
７孤

食
８郷

土食

9清
涼飲

料水
の過

剰摂
取

10外
食・

ファ
ース

トフ
ード

の食
べ過

ぎ
１１

食事
のマ

ナー 12食
物ア

レル
ギー

13早
寝・

早起
き・

朝ご
はん

14そ
の他



−  67 −

��
�

��

合
計
（人

）
割
合

�
�

�
��

�
�
��

�
�
�

�

�

�



�	
�

��
�

�
�

�

15
.2%

15
.4%

8.7
%

0.3
%

26
.7%

21
.9%

11
.8%

７ そ の 他

42
95

78
54

55
31

1

１ 担 当 教 諭 の 指 導 力 向

上
２ 保 護 者 の 理 解 ・ 協 力

３ 教 職 員 の 理 解 ・ 連 携

４ 学 校 内 の 理 解 ・ 連 携

５ 指 導 時 間 の 確 保

６ 効 果 的 な 教 育 方 法 に

関 す る 情 報

0%5%10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

１担
当教

諭の
指導

力向
上

２保
護者

の理
解・

協力 ３教
職員

の理
解・

連携 ４学
校内

の理
解・

連携 ５指
導時

間の
確保

６効
果的

な教
育方

法に
関す

る情
報

７そ
の他
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��
�

��

合
計
（人

）
割
合

��
�

��

合
計
（人

）
割
合

1.7
%

5.2
%

86
.1%

7.0
%

99
8

2
6

�
�

�
�

�
��

�
�

�
�
�
�



�
�


	
�
�

�



�
�

�
�

�
��

�
��

１ 活 か し て い る

２ ど ち ら と も い え

な い
３ 活 か し て い な い

４ そ の 他

16
.5%

8.7
%

1.7
%

１ 参 画 し て い る

２ あ ま り し て い な

い
３ し て い な い

４ そ の 他

�
�
�

�
��

�
�

�



 
­

�
�

�
��

�
��

19
10

2
73
.1%84

16
.5%

73
.1%

1.7
%

8.7
%

１参
画
して

い
る

２あ
まり

して
い
な
い

３し
て
い
な
い

４そ
の
他

86
.1%

7.0
%

5.2
%

1.7
%

１活
か
して

い
る

２ど
ちら

とも
い
え
な
い

３活
か
して

い
な
い

４そ
の
他
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��
�

��

合
計
（人

）
割
合

��
�

��

合
計
（人

）
割
合

1.7
%

5.3
%

73
.1%

20
.0%

84
23

2
6

１ 参 画 し て い る

２ 時 々 し て い る

３ し て い な い

４ そ の 他

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

��
�


��



	
�
�

�
��

�
��

1.7
%

0.9
%

94
.8%

2.6
%

10
9

3
2

1

�
�

�
�

�
�

�
�

�
��

�
�

�
� 

­
 

�
�
�

��
�
��

１ し て い る

２ 時 々 し て い る

３ し て い な い

４ そ の 他

94
.8%

2.6
%1.7

% 0
.9%

１し
て
い
る

２時
々
して

い
る

３し
て
い
な
い

４そ
の
他

設
問
６

20
.0%1.7

%5.3
%

73
.1%

１参
画
して

い
る

２時
々
して

い
る

３し
て
い
な
い

４そ
の
他
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��
�

��

合
計
（人

）
割
合

��
�

��

合
計
（人

）
割
合

22
.6%

4.3
%

26
5

6
67
.9%

5.2
%

28
1

2
24

.3%
0.9

%
1.7

%
84

73
.1%

１ 効 果 的 に 行 っ て

い る
２ 行 っ て い る

３ 行 わ れ て い な い

４ そ の 他

�
�

�
�

�
��

��
�
�

�
�


�
�



	

�
�

�
�

�
�
�
��

�
�

�
�

�
��

�
� 

�
­

�
 �

�
��

１ 効 果 的 に 活 用 さ

れ て い る

２ 活 用 さ れ て い る

３ 活 用 さ れ て い な

い
４ そ の 他

78

73
.1%

24
.3%

0.9
%1.7

%
１効

果
的
に
行
って

い
る

２行
って

い
る

３行
わ
れ
て
い
な
い

４そ
の
他

22
.6%4.3

%5.2
%

67
.9%

１効
果
的
に
活
用
され

て
い

る ２活
用
され

て
い
る

３活
用
され

て
い
な
い

４そ
の
他
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��
�

��

合
計

（人
）

割
合

��
�

��
�

１ 食 生 活 へ の 興 味 関 心

２ 生 活 リ ズ ム の 改 善

３ 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝

ご は ん 」 を 心 掛 け る 家

庭 が 増 え た

４ 地 場 産 物 や 食 品 の 流

通 へ の 興 味

５ 食 品 へ の 安 全

６ 学 校 給 食 の 献 立 や 給

食 便 り を 見 る よ う に

な っ た
７ バ ラ ン ス の よ い 食 事

へ の 改 善

８ 食 べ 物 を 残 さ な い

9 家 族 で 食 事 を す る よ

う に な っ た

1 0 手 作 り の 食 事 内 容

が 増 え た

１ １ 学 校 行 事 へ の 積 極

的 参 加
1 2 そ の 他

合
計

（人
）

96
20

52
49

39
64

45
42

7
8

11
3

割
合

22
.1%

4.6
%

11
.9%

11
.2%

8.9
%

14
.8%

10
.3%

9.6
%

1.6
%

1.8
%

2.5
%

0.7
%

0.9
%

6.1
%

69
.5%

23
.5%

80
27

1
7

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�



��



�

	
�
�

�
��

�
�

�
�

��
�

１ 変 わ っ た

２ す こ し 変 わ っ た

３ 変 わ ら な い

４ そ の 他

�



��



�
	

�
�

�
��

�
�
�

�
�

�
��

��
 �

­�
�

�
�

�

69
.5%

23
.5%

0.9
%

6.1
%

１変
わ

った
２す

こし
変
わ
った

３変
わ

らな
い

４そ
の

他

0.0
%

5.0
%

10
.0%

15
.0%

20
.0%

25
.0%

１食生活への興味関心

２生活リズムの改善

３「早寝・早起き・朝ごはん」を心掛ける
家庭が増えた

４地場産物や食品の流通への興味

５食品への安全

６学校給食の献立や給食便りを見るよ
うになった

７バランスのよい食事への改善

８食べ物を残さない

9家族で食事をするようになった

10手作りの食事内容が増えた

１１学校行事への積極的参加

12その他
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��
�

��
�

合
計

（人
）

割
合

��
�

��
�

１ 学 校 給 食 を 残 さ な い

よ う に な っ た

２ 地 産 地 消 な ど 食 品 に

興 味 を 示 す よ う に な っ

た
３ 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝

ご は ん 」 を 心 掛 け る 子

ど も が 増 え た

4 感 謝 や 思 い や り の 心

を 表 す 子 ど も が 増 え た

５ 学 力 の 向 上

６ 授 業 に 集 中 で き る 子

ど も が 増 え た

７ 登 校 拒 否 の 減

８ 食 の 安 全 へ の 興 味 を

示 す 子 ど も が 増 え た

9 持 久 力 の 向 上

1 0 郷 土 食 へ の 興 味

１ １ 正 し い 箸 ・ 食 器 の

使 い 方 が 出 来 る よ う に

な っ た
1 2 好 き 嫌 い の 減

１ 3 体 験 学 習 な ど を 楽

し み に す る 子 ど も が 増

え た
1 4 そ の 他

合
計

（人
）

69
72

61
50

5
11

3
59

3
40

29
51

31
0

割
合

14
.3%

14
.9%

12
.6%

10
.3%

1.0
%

2.3
%

0.6
%

12
.2%

0.6
%

8.3
%

6.0
%

10
.5%

6.4
%

0.0
%

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�

�

	�

��
�

�
�

�

9.6
%

１ 変 わ っ た

２ す こ し 変 わ っ た

３ 変 わ ら な い

４ そ の 他

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�


�
�

77
67
.6%

26
0

11
22
.8%

0.0
%

9.6
%

0.0
%

22
.8%

67
.6%

１変
わ

った

２す
こし

変
わ
った

３変
わ

らな
い

４そ
の

他

0%2%4%6%8%10
%

12
%

14
%

16
%

１学
校給

食を
残さ

ない
よう

にな
った

２地
産地

消な
ど食

品に
興味

を示
すよ

うに
なっ

た

３「早
寝・

早起
き・

朝ご
はん

」を
心掛

ける
子ど

もが
増え

た

4感
謝や

思い
やり

の心
を表

す子
ども

が増
えた

５学
力の

向上

６授
業に

集中
でき

る子
ども

が増
えた

７登
校拒

否の
減

８食
の安

全へ
の興

味を
示す

子ど
もが

増え
た

9持
久力

の向
上 10郷

土食
への

興味

１１
正し

い箸
・食

器の
使い

方が
出来

るよ
うに

なっ
た

12好
き嫌

いの
減

１3体
験学

習な
どを

楽し
みに

する
子ど

もが
増え

た

14そ
の他
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��
�

��
�

１ 学 校 給 食 献 立 へ の 興

味
２ 給 食 時 間 で の 児 童 生

徒 と の 食 に 関 す る 会 話

の 増
３ 給 食 の 残 滓 の 減 少

4 学 級 活 動 で の 学 校 給

食 の 話 題 の 増

５ 学 校 給 食 の マ ナー に

つ い の 指 導

６ 自 分 自 身 の 食 生 活 へ

の 意 識
７ 専 門 的 な 知 識 ・ 資 料

を 得 る こ と が 出 来 る

８ 食 に 関 す る 指 導 等 で

相 談 し や す く な っ た

9 栄 養 教 諭 と Ｔ ・ Ｔ の

授 業 が 増 え た

1 0 そ の 他

合
計
（人

）
63

47
50

39
51

60
98

63
25

0
割
合

12
.7%

9.5
%

10
.1%

7.9
%

10
.3%

12
.1%

19
.7%

12
.7%

5.0
%

0.0
%

�
�

�
�

�
�

�
�
��

�
�

�



�
�



	

�
��

��
��

��
�

�
�

�

0.0
%

2.0
%

4.0
%

6.0
%

8.0
%

10
.0%

12
.0%

14
.0%

16
.0%

18
.0%

20
.0%

22
.0% １学

校給
食献

立へ
の興

味

２給
食時

間で
の児

童生
徒と

の食
に関

する
会話

の増
３給

食の
残滓

の減
少

4学
級活

動で
の学

校給
食の

話題
の増

５学
校給

食の
マナ

ーに
つい

の指
導

６自
分自

身の
食生

活へ
の意

識

７専
門的

な知
識・

資料
を得

るこ
とが

出来
る

８食
に関

する
指導

等で
相談

しや
すく

なっ
た

9栄
養教

諭と
Ｔ・Ｔ

の授
業が

増え
た

10そ
の他






